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Ａ．研究目的 

 

 医療機関に蓄積されている診療データ（Real 

World Data:RWD）を外部に持ち出すことなく、メ

タアナリシス的手法を用いて統合・分析する「連合

解析」という研究手法が注目されている。これによ

り、プライバシーを保護しながら、より多くの患者

データを解析でき、新しい治療法や薬の開発につ

ながることが期待されている。この連合解析を世

界規模で行うために、OHDSI という国際的な共同

研 究 プ ロ ジ ェ ク ト が 進 め ら れ て い る 。

Observational Health Data Sciences and 

Informatics (OHDSI)では、世界中の医療データを

同じ形式で分析するための Common Data Model 

(CDM)として、Observational Medical Outcomes 

Partnership (OMOP)というスキーマを採用して

いる。日本もこの国際的な取組に参加するため、国

内の医療データをOMOP形式に変換する取組を進

めている。その進め方には、2 つの段階的なアプロ

ーチが考えられる。 

・アプローチ 1（国内向け・第一段階） データの

構造のみを OMOP に合わせる。病名や薬剤名とい

った Term は、日本のものをそのまま用いる。 

・アプローチ 2（国際向け・最終目標） データの

構造に加えて、Term も国際標準の用語集である

OHDSI Standard Vocabulary (OSV)にマッピング

する。 

 OHDSI の本来の趣旨からは、アプローチ 2 のレ

ベルに到達することが望ましいが、我が国の用語

集は国際標準の用語集とのマッピングが十分に整

備されていないため、多大な工数を要する。そこで、

本研究班ではアプローチ 1 で国内でのデータ活用

の経験を積み、最終的にアプローチ 2 を完成させ、

国際的な共同研究に本格的に参加する計画である。 

 木村は、WG1「国内データ規格や公的 DB から

OMOP への変換仕様策定」および、WG3「マッピ

ング表と手順書の維持管理」を担当する。WG1 に

おいては、マッピング対象として、国内データ規格

（HL7 FHIR JP Core、SS-MIX2）と公的 DB（NDB、

DPCDB、全がん登録 DB、難病 DB など）のデー

タ項目を洗い出し、OMOP CDM テーブル（ver.5.4）

へのマッピングを検討する。また、国内施設での円

滑な OMOP CDM 導入のため、電子カルテデータ

からの変換に必要な作業や工程、環境、情報（用語

集、マッピング表など）を手順書として整理する。

OHDSI の標準用語のマッピングとしては、

OHDSI 標準用語と電子カルテ情報共有サービス

で扱う国内標準コード（病名、医薬品、検査コード）

を中心に、国際標準コード（SNOMED、RxNorm、

LOINC など）とのマッピング表を作成する。また、

他の標準コードを含めた内容について、医療デー

タ活用基盤整備機構（IDIAL）の JLAC センター

や CAPS（医薬品情報標準化推進協議会）の有識者

と意見交換を実施する。医薬品については既に成

分ベースでのマッピングを開発・公開しており、さ

らに詳細な粒度でのマッピングを検討するととも

に、医薬品以外の概念についても検討を進める。 

 WG3 においては、OHDSI Japan および医療デ

ータ連携分析基盤協会（FedAna）と連携し、WG1

で作成したマッピング表、用語集、手順書の維持管

理について検討し、HP 等で公開する。また、適切

な情報化と普及を推進するため、標準規格や規格

実装仕様としての整備について検討する。 

 

研究要旨 医療データの連合解析を世界規模で行う OHDSI プロジェクトへの参加に向け、国内医療デー

タを OMOP CDM形式へ変換する段階的アプローチが検討されている。本研究では、国内向けとなる第一段

階（データの構造のみを OMOP に適合）の取り組みとして、日本の医療情報交換標準プロファイル「HIR 

JP Core 1.2から OMOP CDM 5.4への ETL（抽出・変換・格納）の検証を行った。愛媛大学医学部附属病

院のサーバーを対象に、テーブルや項目のマッピング先および変換ロジックを特定した。その結果、全 39

テーブル中 15 テーブル（237 項目中 164 項目）が対応し、要求されるデータ項目の 82%以上を網羅でき

ることが確認された。未対応の死亡やコストのデータ、および実際の分析における実用性の検証は今後

の課題であるが、主要データの変換可能性が示された。 
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Ｂ．研究方法 

 

 日本国内の医療情報交換の標準プロファイルで

ある「FHIR JP Core」に準拠したデータが、OMOP 

CDM に ETL 可能かどうかを検証する。検証対象

として、愛媛大学医学部附属病院で稼働している

JP Core 1.2 準拠の FHIR Facade Server を選定し

た。CDM 5.4 に収載されているテーブル群および

各テーブルの項目に対して、マッピング先となる

FHIR リソースとリソース内の属性を FHIR Path

ベースで特定し、ETL 時に実行する値変換ロジッ

ク（テーブル参照、計算等）を明確化する。 

 

Ｃ．研究結果 

OMOP CDM において対象となったテーブルは、

全 39 テーブルのうち CARE_SITE、CONDITIO

N_OCCURRENCE、DRUG_EXPOSURE、LOC

ATION、MEASUREMENT、NOTE、OBSERVA

TION、OBSERVATION_PERIOD、PAYER_PLA

N_PERIOD、PERSON、PROCEDURE_OCCUR

RENCE、PROVIDER、SPECIMEN、VISIT_DE

TAIL、VISIT_OCCURRENCE の 15 テーブルで

あった。15 テーブルの 237 項目のうち、164 項目

をマッピングした。検証した範囲では、OMOP の

CDM が要求するデータ項目の 82%以上を充足で

き、JP Core の範囲においても比較的高い網羅性

を有することが確認された。PATIENT テーブルの

マッピング例を表 1 に示す。 

 

表 1 PERSON と FHIR リソースの対応表 

Ｄ．考察 

 

 今回の変換対象とならなかったテーブルは、DE

ATH、FACT_RELATIONSHIP、COST、EPISO

DE、そして OHDSI Standard Vocabulary にお

ける用語、概念を管理するためのテーブル(10 個）、

分析対象となるコホートを動的に定義するための

テーブル（COHORT、COHORT_DEFINITION）

である。後者については実際に OMOP CDM を利

用した分析の段階で必要となる。前者については

アウトカム定義に関わるものであり、DEATH につ

いては生死に関するデータソースについてこれか

ら検討する必要がある。COST については。レセプ

ト、DPC データから取得することは可能であるが、

今回の分析対象外であり、今後の課題である。また、

今回の取り組みはデータ変換のプログラムを開発

したにとどまり、OMOP CDM に変換したデータ

が実際の分析に資するものであるかどうかは、今

後検証する必要がある。 

 

Ｅ．結論 

今回の取り組みは、国内向けに標準医療情報規

格 FHIR の JP Core 1.2 プロファイルに準拠した

データから OMOP CDM に変換できるかを検証し

たものである。主要なデータについて概ね変換可

能であることを確認した。今後は実際のデータ分

析を通した実用性についての検証が必要である。 
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